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今 年 上 半期 の 特筆 す べ き出版 物 と して,長 く待 た れ て いた ニ コ ラ ス ・ペ ブ スナ ー の著 書
"StudiesinArt,ArckitectureandDesign"の邦訳 が あ る。訳 は東 京大 学 助 教 授,鈴
木博 之 氏 と同 大 学院 博 士 課 程,鈴 木 杜 幾 子 氏 との共 訳 に よ る もの だ。 邦 訳 の タイ トル は
『美 術 ・建 築 ・デザ イ ンの研 究 』,全2巻 で鹿 島 出版 会 か ら1980年3月10日に刊 行 され て
い る。 原 書 が1968年刊 行 で あ るか ら,実 に12年目の邦 訳 と い う事 に な る。1968年と い えば,
この年 にペ ブ ス ナー の有 名 な著 書"TheSourcesofmodernArckitectureandDesi-
gn"も同 時 に刊 行 され て い る。 こ れは 『モ ダ ン ・デ ザ イ ンの源 泉』 の タ イ トルで,邦 訳 を
小 野 二 郎 氏 が美術 出 版 社 か ら出 して い る。
本 書 は,ペ ブ スナ ーの40年間 に わた る研 究 活 動 の 全域 か ら集録 さ れた もの で,彼 の研 究
対象 の推 移 を具 ぶ さに見 る事 が で きる。
一 巻 は 『マニ エ リス ム か らロ マ ン主 義へ 』 と題 され,第 一 部 と,第 二部 によ って 構 成 さ
れ て い る。第 一 部 は,主 に1925年か ら1932年に至 って 書 か れた 論文 で,3章 か ら成 り立 ち
『マFエ リス ム とバ ロ ック』 と題 され てい る。 第 二部 は1944年か ら1956年に至 る論 文 で,
10章か ら成 り 『ロマ ン主 義 と古典 主 義 』 と題 されて い る。 中 には後 年 ペ ブス ナ ー 自身 の 手
で書 き直 され た部 分 もあ るが,ほ とん どの 文章 は発 表 され た当 時 の ま まで,必 要 箇 所 の み
注 釈 が挿 入 され てい る。 それ で は各 章 の概 要 を順 を追 っ て紹介 し よ う。
第一 部 は,第1章 と第2章 とで16世紀 か ら17世紀 に至 る イ タ リア絵 画 を取 りあ げ,反 動
宗教 改 革 とい う時 代背 景 か らマ ニエ リス ムが 生 ま れ,反 動 宗 教 改革 の終 焉 と とも にバ ロ ッ
クが 開花 して ゆ く推移 を,ル ネ ッサ ンス との類 似 性 を暗 示 しなが ら論 じて い る。 多 くの マ
ニエ リスム,バ ロ ッ クの画 家達 の仕 事 を通 じて の具 体 的 な細 部 にま で至 る検 証 に は,充 分
な説 得 力が あ る。
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第3章 で は;17世紀 後 半 の イ タ リア絵 画 を後 期バ ロ ッ ク と して特 に位置 付 け,北 イタ リ
アの マ ッフ エイ,・カス テル ロ,南 イ タ リア の プ レー テ ィ,ジ ョル ダー ノ,等 の画 家 を探 索
しつ つ,16世紀 の マ ニエ リ ス ム との密 接 な繋 が り を論 じて い る。
第 一部 は,我 々東 洋 人 が ど うして も感 覚 的 に理解 し難 い宗 教 的 な背 景 を取 りあげ て い る
が,い か に当 時 の カ トリ ッ ク教 会 の 権 力 ,特 に歴 代 の教 皇 の意 志 が,絵 画 様 式 に絶 体 的
な影響 力 を持 って作 用 した か を,`訳りやす く論 じて い るの が 興 味 深 い。
第二 部 は,17世紀 か ら18世紀 にか け ての英 国 の造 園術 に関 して 論述 した前 半 の5章 と,
主 に18世紀 以 後 の建 築 様 式 を論 じた後 半 の5章 とに分 け る事 がで き る。前 半 は1944年か ら
1949年にか けて 書 か れた 論 文 で あ る。
第2部 の冒 頭 で あ る第4章 では,ピ クチ ュ ア レス クの概 念 を中 心 に,急 速 に変 化 して ゆ
く社 会状 況 の 下 に,庭 園 とい うも の を対 象 と し た人 々の 美 意 識 の推 移 を論 じて い る。17
世 紀後 半 の英 国 は,自 由 主義 的 なホ イ ッグ党 が 台頭 した時 期 で も あ り,ペ ブ スナ ー は風景
式 庭 園 の 出現 が こ う した政 治 的 な背 景 をふ ま えて いた 事実 を指 摘 して いる。
第5章 では,中 国 式庭 園 の理 念 『シ ャ ラ ワ ジ』 が英 国 に導 入 され た い き さつ を紹 介 して
い る。 い わゆ る中国趣 味 の ヨ ー ロ ッパ へ の 導 入 は,バ ロ ック に続 い て興 った ロコ コの根 幹
を なす重 要 な要 素 の 一 つ で あ る。
第6章,第7章,第8章 で はそれぞれ,リ チャー ド・ペ イ ン ・ナ イ ト,ウ ヴ ェデ ー ル ・プ
ライ ス,ハ ンフ リー ・レプ トン,の3人 の 人物 を取 りあ げ,具 体 的 な造 園術 の細 部 を 考察
して い る。 この3章 は,彼 らの著 作 集 か らの 引用 文 が頻 繁 に挿 入 され て いて,か な り読 み
づ らい文 章 にな って は い るが,18世紀 か ら19世紀 へ か けて の 自 然 に対 す る人 々 の考 え方 の
変 化 が,如 実 に窺 えて な か な か興味 深 い。
第 二 部 の 後 半 は 第9章 の ゴシ ッ ク ・リバ イバ ル に始 ま る。 特 に英 国 の ジ ェー ムス朝,
エ リザ ベ ス朝 の建 築様 式 が,18世紀 中 頃 にお け る ジ ョ ン ・バ ンブ ラの建 築 や,か の ゴ シ ッ
クの狂 信 的 な信 奉 者 と して名 高 い,ホ レス ・ウ ォル ポ ー ルの著 述 を通 して,英 国 ゴ シ ック
の特 異 な位 置 にあっ た様 式 か ら,国 家 的 な様 式 に認 め られ て ゆ くい き さつ を述 べ てい る。
第10章は,18世紀 か ら19世紀 に至 る建築 に対 す る思想 を,詩 人 ゲ ー テの 目 を通 して語 っ
て い る。 ゲ ー テ が20才代 の 前 半 に書 いた論 文 『ドイ ッの建 築 』 と,彼 が70才代 に書 い た
や は り同 名 の論 文 とめ 間 の50年を一 つ の 区切 と しで,ゲ ∴ テ の建 築 に対 す る思 想 の 推移 を,
引 用文 を交 えな が ら論証 してい る。 この 章 で は,最 初 ゴ シ ッ クに魅 か れ なが らも,後 にパ
ル ラ デ ィ オの古 典 主 義 を称 賛 し,再 度,ロ マ ン主 義 に反 発 しな が らも,ゴ シ ック に回帰 し
て ゆ か ざ る を得 な いゲ ー テの葛 藤 が 語 られ て い る。
第11章は,や は り ドイ ツの 大建 築 家 ブ リー ドリ ッ ヒ ・シ ンケ ル を取 りあ げ,彼 に先 だ っ
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て20世紀 建 築 に も繋 が る新 し さ を示 した フ ラ ンスの建 築家 ル ドゥー との 関連 を指 摘 す る。
さ らに英 国 の ゴ シ ック と,シ ンケ ルの 繋 が り を暗 示 しな が ら,多 岐 に わた っ た彼 の 仕 事 の
内 に近 代 的 な デザ イナ ー と して の朋 芽 を見 て い る。 シ ンケ ルの 中 にモ ダ ン ・デザ イ ンの源
泉 を見 るペ ブ ス ナー の視 点 は,そ この み に留 ま らず(構 璋 の 有 用性)や(装 飾 の有 用 性)
を指 摘 して,モ ダ ン建 築 を通 り過 ぎて しまっ た我 々 の時 代 に も通 じる新 しい 問題 を提 起 し
て い る。
第12章は,18世紀後 半 に おけ るギ リシ ャ建 築 の様 式 を取 りあ げ,柱 基 を持 た な い ドリス
式建 築 再 評価 の 問題 を扱 っ てい る。 ア カデ ミック な立場 か ら ドリス式 を排斥 す る人 々や 美
的 な価 値 をロ ー マ に固執 して譲 らぬ人 々 と,現 地 調査 に基 づ い てこ れ に反駁 す る人 々 との
論 争 の歴 史 で あ る。
最後 の13章は,ヨ ー ロ ッパ にお け るエ ジ プ ト様 式 の 系 譜 を探 る もの で,19世紀 前 半 の 英
国 の エ ジ プ ト熱 に論 を起 こ レ,18世紀 のエ ジプ ト様 式 をロ コ コ的 な異 国趣 味 と して と らえ,
さら に大胆 な仮 説 を基 に古 代 ギ リシ ャに まで 溯 っ て細 か く歴 史 的 事 実 を検 証 して ゆ くと い
っ た,か な り大 規模 な長 文 の論 文 で あ る。 中 で も興 味 深 い箇 所 と して,フ リー メ ー ソ ンや
薔 薇 十 字会 との 関係 を推 論 す る部 分 が あ る。
以 上 の よ うに第二 部 の 後半 は,18世紀 か ら19世紀 に至 るア カ デ ミッ クな古 典 主義 の様 々
な様 式 論 と,底 流 にナ シ ョナ リズ ム と しての ゴ シ ック をふ ま えた ロマ ン主 義 との,絶 え ま
な き相 克 の歴史 で埋 め尽 され て い る。 そ の為 に,読 者 が ヨー ロ ッパ の建 築 様 式 を正 確 に把
握 してい な い と,図 版 で補 促 されて い ると は いえ,イ メー ジの起 想 が困難 で か な り読 み ず
ら くな る。
2巻 は,第 一部 が 『ヴ ィ ク トリア朝 研 究 』,第 二 部 が 『20世紀 研 究』 に な っ てい て,第
一 部 が10章と第 二部 が5章 とで構 成 され て い る。2巻 も章 を追 っ て概 要 を紹 介 し よ う。
第1章 で は,13世紀 か ら19世紀 に至 る歴 史 に点在 す る,い わゆ る近 代的 な意 味 で の デザ
イ ナー の朋 芽 を前史 と して探 訪 す る。
第2章 は,19世記前 半 にお け る英 国 の労 働 者住 宅 の状 況 と,多 くの 篤志 家 に よ る慈 善事
業 を当 時 の文 章 か らの 引 用 によ っ て綴 って い る。19世紀 初 頭 の 英国 都 市部 に お け る筆 舌 に
尽 しが たい労働 者 の住 宅 環境 と,労 働 者住 宅 が宿 命的 に持 って い た経 済 的 な 矛盾 点 が語 ら
れ,試 行錯 誤 の 内 に も徐 々 に建 築 的 な改 善 が な され て い った事 実 を紹 介 して い る。
第3章 は,80頁余 りの長 文 で,盛 期 ヴ ィ ク トリア朝 の考 察 を行 っ て い る。 ふ ん だ ん に挿
入 され た図版 は,そ の 大部 分 が1851年の,ク リス タル パ レスで 知 られた 大英 博 覧 会 の 展示
品 で,様 々 な工 業 製品 の 中 に見 られ る様 式混 乱 の 有様 が具 ぶ さ に見 て取 れ る。 さ らにペ ブ
ス ナ ー は,こ れ らの実 用的機 能 を極 端 な まで に無 視 した 自然 形 態模 倣 や歴 史 主義 的 な様 式
一136一
混 乱 に対 して,極 め て批 判 的 で あ った 人 々 を取 りあ げ る。 『デザ イ ンと手 工 芸 誌 』 の編 集
を担 当 して い た リチ ャー ド ・レ ッ ドグ レイ ブ,モ ー ル ・バ ラハ ウ スで 『恐 怖 の部屋 』 とい
うタ イ トル のバ ッ ド ・デザ イ ン展 を主催 したヘ ン リー ・コー ル,さ ら に若 きプ レ ・ラフ ァ
ー エ リ ッ トの メ ンバ ー達 ,こ うい った 人 々 で,後 年 のW・ モ リス や アー ツ ・ア ン ド ・クラ フ
ッ運 動 へ の系 譜 をた ど る。 そ して,ヴ ィク トリア朝 中期 は,デ ザ イ ンが美 的 な基 準 か ら社
会 的 な基 準へ 移 行 しつ つ あ った時 代 で あ る事 を証 明 す る。
第4章 は,1950年にペ ブス ナ ーが ケ ンブ リ ッジ大学 ス レイ ド美 術 史 教授 に就 任 した際 の
講 義 か ら抜萃 さ れた もの で あ る。 その 為 に,文 章 は比 較 的簡 単 な話 し言葉 で語 ら れ,特 に
結 びの 部 分 は,ペ ブ ス ナ ー独特 の ウ ィ ッ トが きいた な か なか魅 力的 な文章 で あ る。 内 容 は,
初 代 ス レイ ド美 術 史教 授 で あっ たマ シ ュウ ・デ ィ グ ビ ィ ・ワイ ア ッ トを取 りあ げ,建 築家
と して は二流 で あ った彼 が,理 念 に おい て は い か にす ば ら しい斬 新 な視 点 を持 ち得 たか を
ジ ョ ン ・ラス キ ンとの 比較 を しな が ら語 る。
第5章 は,ウ ィリア ム ・モ リス を取 りあ げ,彼 の理 論 と実践 の 中 に あ る宿 命的 な矛 盾 を
細 部 に わた っ て考 察 し,体 質 と して19世紀 か ら抜 け 出 す事 の な か っ た彼 が残 した20世紀 の
建 築 に対 す る予 言 を述 べ る。
第6章 は,日 本 風 の調 度 を愛好 したE・ ゴ ドウ ィ ン,ア ン女 王 様 式 を好 ん だR・W・ 、エ
デ ィス らの,い わゆ るP芸 術 家具 』 を例 に取 っ て,後 期 ヴ ィ ク トリア朝 の 特微 を探 る。 そ
れ と同 時 にW・ モ リス と彼 らの～社 会 と芸術 に対 す る観 点 の相 違 を指 摘 す る。
第7章 は,ア ーサ ・H・ マ クマ ー ドの個 性 的 な仕 事 を紹 介 し,彼 の果 した プ ロ ト ・ア ー
ル ・ヌー ヴ ォー的 な役 割 に注 目す る。 さ らに,建 築 の み な らず 『ホ ビ ・ホ ー ス』 のエ デ ィ
トリア ル な仕 事 や,晩 年 の経 済学 の 研 究 とい っ た幅広 い活 動 を紹 介 す る。
第8章 は,C・A・ ヴ ォイ ジー を取 り上 げ る。彼 は前 章 の マ ク マ ー ドよ り も6才 年 下 で
あ り,マ クマ ー ドの 作風 に強 く影 響 され て 出発 す る。 ヴ ォイ ジー もマ クマ ー ド同 様,プ ロ
ト ・ア ー ル ・ヌ ー ヴ ォー的 な役割 を演 ず るが,後 に自 か らア ー ル ・ヌ ー ヴ ォー よ り離脱 し
個 人住 宅 等 に彼 の繊 細 で優 しい,ひ か え目 な装 飾 を持 った仕 事 を残 す 。結 び で,興 味深 い
事 に ヴ ォイ ジー は,彼 の建 築 に20世紀 的 な先 駆 を見 よ うとす るペ ブ スナ ー に対 して,き っ
ぱ り とそ れ を否 定 す るの で あ る。
第9章 と第10章は,共 に グ ラス ゴー 出 身 の建 築 家 チ ャー ル ズ ・R・ マ ッキ ン ト ッシュ と
ジ ョー ジ ・ウ ォル トン を紹 介 す る。 マ ッキ ン トッ シ ュの優 雅 な仕 事 を,豊 富 な写 真 版 で説
明 しな が ら論 を進 め,ヴ ォイ ジーの 影 響 や ヨー ロ ッパ 大陸 へ の 影響 を指 摘 す る。 そ して章
の終 りを,こ の優 れた 才能 に恵 まれ な が ら も酒 に身 を滅 ぼ した薄 幸 の建 築 家 に対 して,ペ
ブ ス ナ ー と して は珍 ら し く感傷 的 な調 子 で結 ん でい る。マ ッキ ン トッシ ュ よ りも年 長 で あ
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った ジ ョー ジ ・ウ ォ ル トンは,19世紀 か ら20世紀 へ 移 行 す る中 間的 な位 置 に あ った建 築家
と して取 らえ られ て い る。W・ モ リス に魅 か れ,ヴ ォイ ジ ーの 影響 を受 け な が ら,ヴ ィ ク
トリア朝 の末期 か ら第 一 次世 界 大戦 に向 かっ て 多 くの仕 事 を残 した こ の もの優 しい建 築家
に,ペ ブス ナー は,19世紀 的 な もの の終 焉 を見 て い る。
第 二部 は20世紀 に入 り,ヨmッ バ 大 睦 に対 して常 に後進 的 な立 場 に立 た ざる を得 なか
っ た,英 国の建 築,デ ザ イ ンの苦悩 の歴 史 を,3章 に わた つ て取 りあ げ る。 この第11章か
ら第13章までは,連 続 した一 つ の シ リー ズで 『た ゆ ま な き前進 』 とい う,や や悲 愴 な副 題
が付 いて い る。 これ に続 く最 後 の2章 は,モ ダ ン ・ス タイ ル を経 た現 代建 築 に対 す る,ペ
ブ ス ナー の批 判 と警告 で,全 巻 を通 じて最 も追 力 の あ る章 で あ る。
第11章は,ロ ン ドン を中心 と した 交 通網 の 充 実 に,デ ザ イ ン的 な試 み を したLPTBの
フ ラ ンク ・ピッ ク を取 り上 げ る。 そ して,宣 伝 ポ ス タ ー にマ クナ イ ト ・コ ウ フ ァー を起 用
し,駅 の 標示 にエ ドワー ド ・ジ ョンス トンのサ ンセ リフ を採 用 し,駅 舎 の建 築 に もユ ニ ー
クな理 解 を示 した,彼 の アー ト ・デ ィ レ クタ ー と して の手腕 を評価 す る。
第12章は,ゴ ー ドン ・ラ ッセ ル を中 心 に,ア シュ ビー,ジ ムソ ン,レ ザ ビー 等 の ア ー ッ
・ア ン ド ・クラ フ ツの流 れ を引 き継 いだ 人 々の 仕事 を紹 介 し,ヨ ー ロ ッパ大 陸 とは違 っ た
英 国独 自 の生産 システ ムを開 拓 して い った家 具 デザ イ ナ ー の足跡 を た ど る。
第13章は,ド イ ツ工 作連 盟 の 影響 を受 け て英 国 に設 立 され たDIAの 活動 を取 り上 げ る。
アー ツ ・ア ン ド ・フ ラフ ツ運 動 の影 響 が強 く作 用 し,や や もす れば保 守 的 な歴 史 主義 に お
ちつ きが ち な英 国 の デ ザ イ ン界 が,DIAの 活動 を通 して,ヨ ー ロ ッパ の 表現 派,ア ー ル
・デ コの時 代 や,バ ウハ ウ ス を中心 と した モ ダ ン ・デ ザ イ ンの 時代 を,い か に取 ら え,い
か に行動 した か の歴 史 的 な記 録 で あ る。 『
第14章は,1930年以 降徐 々 に現 わ れ,1950年代 の 顕 著 な傾 向 を通 じて現 代 に至 る,ポ ス
ト ・モ ダ ン ・ス タイ ルの様 式 に見 られ る歴史 主義 へ の 回帰 を指 摘 す る。 ペ ブ ス ナー は,こ
れ らの傾 向 に対 して個 々に例 を あげ な が ら,表 面的 な外観 に奇 異 を求 め,本 質的 な理 性 を
欠 いた建 築 に対 して,極 め て慎 重 な批 判 を行 っ て い る。
最終 章 で あ る第15章は,1963年の イ エ ー ル大 学芸 術 学部 開校 時 の演 説 で あ る。 そ の中 で
ペ ブ スナ ー は 自己 を規 定 して(1930年か らの根 っ か らの 機 能 主 義 者)と 言 う。 しカ・し,
1968年に書 き添 え られ た この章 の後 記 で は,,(多様 な理 念 を抱 いた 多様 な人 々の指 揮 下 で
もよ く機 能 し,使 用 者 の多様 性 を満 足 させ る建 築 の必 要 性 を示 して い る)と い う一 文 を記
して い る。 この 事 は,プ ブス ナ ーの い う 『機 能 』 とは,明 ら かに1930年代 の厳 格 な 『機 能 』
で は な く,人 間 の 行 動 の多 様性 や理 念 の 多様 性 まで 包括 し得 る 『機 能 』 だ とい う事 を改 め
て知 らされ るの で あ る。 ・
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以 上 で本 書 の 紹介 を終 るが,ペ ブ スナ ー の 意 図 す ると こ ろ を充 分 に くみ と り,名 翻 訳 を
され た鈴 木 博 之,鈴 木 杜幾 子両 氏 に,改 め て 敬意 を表 した いの で あ る。
1980・9・10浜 野 節 朗
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